
やってみよう！ワールド・ストーリーテリング
～お昼の校内放送での
外国語と日本語による読み聞かせの実施に向けて～

放送中の教室の様子 （R4）

船橋市立葛飾小学校
教 諭 萩原 裕美
学校司書 戸田 祐子
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本日の予定
日本語教室について

ワールド・ストーリーテリングとは

実施に向けて



日本語教室通級児童について



日本語教室年間計画

ワールド・ストーリーテリング

年間計画への位置づけ



ワールド・ストーリーテリングとは

お昼の校内放送での
外国語と日本語による絵本等の

読み聞かせ
（英語・中国語・ベトナム語・
ロシア語・ドイツ語・スペイン語・

ウズベキスタン語など）



ワールド・ストーリーテリング
スタートの経緯

日本語指導を必要とする児童の

母語保持及び
生活適応向上

を目的として平成１７年開始

平成１９年ごろ、放送室からライブ放送

当時の日本語指導担当教諭と
学校司書の会話からスタート

きっかけ

DVDも
ご覧ください



現在の
ワールド・ストーリーテリング

●全校児童対象（公募）
●CDに録音して
放送
（新型コロナ感染症予防対策）

令和2年度～

児童の希望



ワールドストーリーテリングの台本



【研究の柱との関連】

●「自国文化の理解」

●「他国の異文化理解」

●「表現力・コミュニケーション能力」

千教研船橋支会国際理解部会

国際性豊かな児童の育成を目指して



【国際理解教育の観点】

●文化的多様性と共通性
（知識及び技能）

●コミュニケーション能力
（思考力・判断力・表現力）

●誇り・自尊心
（学びに向かう力・人間性等）



【取り組みの価値】外国ルーツの児童にとって

●外国ルーツの児童は、普段、
自分らしさを１００％発揮できないでいる

●得意な言語を使う活躍の場を用意することで、
自国文化や言語に誇りをもち、
積極的に交流しようするようになる

●周囲の児童との相互理解が深まり、
お互いに多様性に気づくことができる。



【取り組みの価値】全ての児童にとって

●同じ本や詩が、外国語と日本語で、
世界中で楽しまれていることを知る

●外国語の響きも楽しむことにより、
外国や、外国語への興味につながる

●外国ルーツの児童との相互理解が進む。
（外国で暮らす困難さ、
自分が知らないことを知っていることへの気づき）



【取り組みの価値】

～異文化の日常化～

本校卒業生（大学生）より

「ワールド・ストーリーテリングは、
どこの学校でもやっている、
当たり前の放送だと思っていた」



船橋市立若松小学校での実践 https://www.city.funabashi.lg.jp/g

akkou/0001/wakamatu-

e/0003/p116105_d/fil/nijiiro10.pdf



児童の感想より



【成果】
成果１：外国ルーツの児童にとって

●周囲から認められ、拍手に包まれる体験を通して、
身につけた言葉の価値をあらためて知る
→「すごいね」といわれてうれしかった

●自身の母語、ルーツに対して自信と誇りを持つ
→「これから、母語も日本語もがんばりたい」

●「日本語がよくわからないときに、
ワールド・ストーリーテリングに参加して、
学校が楽しくなってきた。」（卒業文集）



成果２：全ての児童にとって

●外国語に興味をもち、
外国ルーツの児童について理解を深める機会

●日本語担当としても児童が活躍。



成果３：保護者との関係性にとって

●この活動をきっかけに、子供が
母語や、
海外で身につけた外国語の学習に
自ら取り組むようになった保護者の喜び

→子供とのコミュニケーションのきっかけ



実施にむけて

１.  はじめの一歩 （国際理解推進委員会）

２.  選書 （学校司書との連携）

３．クオリティの維持 （多言語化への対応、
保護者の協力）

～すべての子どもたちのために~



「ワールド・ストーリーテリング」を
やってみたいけど…

●はじめは…教員（大人）がやってみる
なるほど、楽しそう

●次に…スカウト
＊日本語教室の児童などに出演依頼

●さらに…公募
＊外国語出演者を公募

＊日本語出演者も公募

わたしたちも
やりたい！

1.   はじめの一歩



 【ワールドストーリーテリング実施の流れ】

児童対象の説明会実施

→放送予定の連絡 （保護者・担任へ）

→事前練習・リハーサル・録音

→放送

→事後のCD貸し出し

（日本語教室新聞に掲載）

児童への説明会の様子



校内体制づくりのススメ

定着させ、活動を広げていくために
校内体制づくりを！

●個人ではなく組織で行う
＊組織で行うことで、活動の広がりと
継続が望める

●担当者が変わっても続けていける体制づくり
＊バトンをつなごう！



 【校内体制の確立】

 国際理解推進委員会（起案）

→職員会議での提案

→職員への周知・担任への協力依頼

（公募（保護者の同意書）



国際理解推進委員会
年間計画

年度当初に提案



２ 選書 ～参加児童の増加に伴って～

R３～４ 購入ルート模索（資料参照）

外国語を媒体
とした学習支援

日本語指導の
教材

児童が読みたい本

多様化
多言語化



えいご

がいこく

…英語の本

…英語以外の外国語の本

《外国語の本》 葛飾小学校 図書館



３ クオリティの維持





１．練習時間・指導時間の確保

２．多言語化への対応

日本語協力員・保護者の協力

学習支援ソフト（ロイロノートの活用）

母語の読み書きが
できず、

参加できない児童



参考資料

「やってみよう！ワールドストーリーテリング」

（船橋市立葛飾小学校 国際理解推進委員会）

言語別シナリオ一覧

関連文書

外国語絵本等 購入先リスト及び購入方法

船橋市と国際理解教育（文科省指定事業）

ぜひ、ご活用ください。



参考文献：
～事例及び児童の変容～

【実践記録】

外国につながりのある児童への支援のための取り組み

～校内放送での外国語と日本語による読み聞かせ

(World Storytelling)を通して～

船橋市立葛飾小学校

教諭 萩原裕美 和田陽子 國友照代 植原達也

学校司書 戸田祐子

２０２２ 船橋市教育研究論文（優良賞）



国際理解部会船橋支会 研究主題 （ご参考）

国際性豊かな児童の育成を目指して

研究の柱

１ 人間理解・人権尊重

２ 自国文化の理解

３ 他国の異文化理解

４ 表現力・コミュニケーション能力
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